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通
の
家
」
構
想
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成
立
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ハ
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ル
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ゴ
ル
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チ
ョ
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ソ
連
の
対
ヨ
ー
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ッ
パ
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、

　
　
一
九
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四
―
一
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八
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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
八
七
年
四
月
一
〇
日
、
ソ
連
共
産
党
書
記
長
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ikhail G
orbachev

）
は
訪
問
先
の
プ
ラ
ハ
に
お

い
て
、「
欧
州
共
通
の
家
（obshcheevropeiskii dom

）」
と
い
う
概
念
を
、
ソ
連
が
追
求
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
構
想
と
し
て
初
め

て
表
明
し
た
。
こ
の
概
念
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
異
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
立
す
る
政
治
的
・
軍
事
的
ブ
ロ
ッ

ク
に
属
す
る
国
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
一
定
の
全
体
性
」
を
有
す
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
自
身
の
構
想
が
「
緊
急
の
問
題
と
、
そ
れ
を
解
決
す
る
現
実
的
な
可
能
性
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
」
で
あ
る
と
主
張

し
、
ソ
連
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
「
共
通
の
利
益
を
確
認
し
、
軍
事
的
対
立
を
減
ら
し
、
核
の
な
い
世
界
を
目
指
す
」
こ
と
を
求

め（
1
）た。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
共
通
の
家
」
と
し
て
描
く
と
い
う
手
法
は
、
一
九
八
四
年
一
二
月
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
個
人
的
な
考
え
と
し
て
初

め
て
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
概
念
が
す
ぐ
に
、
ソ
連
の
追
求
す
る
国
際
秩
序
構
想
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一

九
八
七
年
四
月
の
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
ま
で
、「
欧
州
共
通
の
家
」
と
は
、
主
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
西
側
の
政
治
家

と
対
話
す
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
て
い
た
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
共
産

党
書
記
長
に
就
任
し
た
こ
と
で
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
重
要
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。
保
守
的
で
米
国
重
視
の
傾
向
が
あ
っ
た
従

来
の
ソ
連
外
交
に
「
新
思
考
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
外
交
目
標
上
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
優
先
順
位
が
上
が
り
、
情
勢
の
安
定
化

を
目
指
す
動
き
が
加
速
さ
れ
た
の
で
あ（
2
）る。
そ
の
た
め
、
国
際
秩
序
構
想
と
し
て
の
「
欧
州
共
通
の
家
」
の
成
立
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が

ソ
連
の
指
導
者
と
し
て
登
場
し
た
後
に
生
ま
れ
た
ソ
連
外
交
の
展
開
、
特
に
米
ソ
関
係
の
行
き
詰
ま
り
や
ソ
連
・
西
欧
関
係
の
展
開
と
密

接
に
結
び
付
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
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そ
も
そ
も
、
伝
統
的
に
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
は
、「
集
団
安
全
保
障
」
や
「
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
で
彩
ら
れ

た
、
空
虚
で
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
ス
タ
イ
ル
を
特
徴
と
し
て
い（
3
）た。

一
九
七
五
年
の
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（Conference on Security 

and Co-operation in Europe: CSCE

）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
割
を
正
当
化
す
る
と
同
時
に
、
ソ
連
が
新
た
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
組
織
の
一
員
に
な
る
こ
と
で
国
際
的
な
正
統
性
を
高
め
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
点
で
、
こ
う
し
た
路
線
を
実
現
し
た
も
の

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
統
合
を
深
化
さ
せ
て
い
く
西
欧
諸
国
に
対
し
て
、
ソ
連
の
姿
勢
は
否
定
的
で
あ
り
続
け
た
。
西
欧
諸
国
は
米
国
の

潜
在
的
な
同
盟
国
で
あ
る
と
い
う
警
戒
心
と
、
西
側
国
境
に
お
け
る
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
東
欧
諸
国
を
失
う
こ
と
へ
の
恐
怖
心
が
、
ソ
連

の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
大
き
く
制
限
し
て
い
た
の
で
あ（
4
）る。

そ
の
た
め
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登
場
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
ま
れ
た
ソ
連

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
接
近
は
、
冷
戦
時
代
に
硬
直
し
て
い
た
ソ
連
の
外
交
政
策
に
重
要
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
与
え
る
契
機
と
な
っ
た
。
一

九
八
七
年
四
月
の
プ
ラ
ハ
演
説
に
お
け
る
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立
は
、
そ
の
変
化
を
象
徴
的
に
表
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
期
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
扱
う
従
来
の
国
際
関
係
史
研
究
は
、
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際

秩
序
に
関
す
る
議
論
、
特
に
ド
イ
ツ
再
統
一
を
め
ぐ
る
東
西
間
交
渉
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
に
あ（
5
）る。

そ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
、「
欧

州
共
通
の
家
」
構
想
は
、
そ
の
曖
昧
さ
や
非
現
実
性
ゆ
え
に
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か
に
し

て
成
立
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
当
初
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

一
方
で
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
自
体
に
着
目
す
る
研
究
の
多
く
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（François M

itterrand

）
大
統
領

へ
の
接
近
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
特
徴
が
見
ら
れ（
6
）る。

こ
れ
は
主
に
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
に
提
唱
し
た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
連
合
（Confédération européenne

）」
構
想
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
八
年
以
降
に
見
ら
れ
る
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
間
の
関
係
改
善
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
お
け
る
対
米
・
対
独
認
識
の
一
定
の
類
似
と
い
う
背
景
も
相
ま
っ
て
、

ソ
仏
両
国
の
外
交
政
策
を
急
速
に
接
近
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
議
論
も
ま
た
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
構
想
の
性
格

が
変
わ
り
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
方
針
と
融
合
す
る
道
を
開
い
た
後
の
展
開
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
な
ぜ
ソ
連
が
独
自
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
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際
秩
序
構
想
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
解
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
展
開
を
、
対
米

関
係
と
の
相
関
を
視
野
に
入
れ
る
形
で
論
じ
た
研
究
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
多
く
が
同
時
代
的
研
究
で
あ
る
た
め
に
、
一
次
史
料
に

基
づ
い
た
実
証
は
不
十
分
と
な
っ
て
い（
7
）る。

　
以
上
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
用
い
た
「
欧
州
共
通
の
家
」
と
い
う
言
説
を
手
掛
か
り
に
、
な
ぜ
ソ
連

が
西
欧
諸
国
を
外
交
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
重
視
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
に
関
す
る
独
自
の
構
想
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
の
か
に

つ
い
て
解
明
す
る
。
そ
の
分
析
の
中
心
と
な
る
の
は
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立
の
背
景
に
あ
っ
た
、
ソ
連
と
西
側
諸
国
の
関
係
、

特
に
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
米
国
と
の
関
係
の
変
遷
で
あ
る
。
ま
ず
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
推
進
す
る
新
た
な
対
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
策
に
お
い
て
、
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
西
ド
イ
ツ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
英
仏
両
国
は
、
独
自

の
核
戦
力
を
保
有
す
る
と
い
う
点
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
核
戦
力
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
政
策
に
お
け
る
主
要
な
交

渉
相
手
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
を
象
徴
す
る
存
在
の
一
つ
で
あ
る
西
ド
イ
ツ
も
、
米
国
の
核
戦
力
を
自
国
に
配
備
し

て
い
る
点
で
、
ソ
連
の
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
主
要
な
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
本
稿
が
改
め
て
明
ら
か
と
す
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
お
け
る
米
ソ
関
係
の
中
心
性
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
冷
戦
は
、
東
西
双
方
に
配
備
さ
れ
た
米
ソ
の
中
距
離
核
戦
力
（interm

ediate-range nuclear forces: IN
F

）
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。

そ
れ
故
に
、
米
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
。
以
上
の
よ
う
な
西
側

諸
国
と
ソ
連
の
関
係
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
用
い
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
一
貫
性
や
、
軍
備
管
理
交
渉
の
背
後
に
あ
っ
た
核

廃
絶
に
向
け
た
真
の
信
念
、
そ
し
て
ソ
連
の
指
導
者
と
外
務
省
の
間
の
見
解
の
相
違
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、「
欧
州
共
通
の
家
」
と
い
う
概
念
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
と
い
う
属
性
に
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本

稿
で
は
主
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
国
内
外
で
用
い
て
い
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
変
遷
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
の
際
に
、
本
稿
は
ソ
連
の
対

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
展
開
と
い
う
側
面
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
財
団
が
保
管
す
る
政
治
局
会
議
の
記
録
や
、
米
国
の
ス
タ
ン
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フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
が
保
存
す
る
ソ
連
の
内
部
文
書
な
ど
の
分
析
を
行
う
。
ま
た
、
米
国
や
英
国
の
公
文
書
館
が
近
年
機
密

解
除
し
た
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
一
九
八
〇
年
代
中
葉
の
ソ
連
外
交
の
展
開
を
、
よ
り
多
様
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

二
　「
共
通
の
家
」
か
「
戦
域
」
か

　「
共
通
の
家
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
描
く
と
い
う
手
法
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
就
任
す
る
以
前
か
ら
、
西
欧

諸
国
の
指
導
者
と
対
話
す
る
際
に
用
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
影
響
で
あ

る
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
冷
戦
構
造
に
お
け
る
東
西
間
の
対
立
は
、
核
戦
力
に
よ
る
軍
拡
競
争
と
い
う
形
で
そ
の
熾
烈
さ
を
増
し

た
。
東
欧
に
配
備
さ
れ
た
ソ
連
の
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
Ｓ
Ｓ-

20
」
と
、
米
国
が
西
欧
諸
国
に
配
備
し
た
「
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
」
ミ
サ

イ
ル
と
巡
航
ミ
サ
イ
ル
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
東
西
対
立
を
決
定
的
な
も
の
と
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
西
欧
の
政
治
指
導
者
た
ち
は
、
ソ
連
と
の
直
接
対
話
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
始
め
た
。
一
九
八
四
年
六

月
に
モ
ス
ク
ワ
を
国
賓
訪
問
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
、
西
欧
諸
国
に
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
た
原
因
は
ク
レ
ム

リ
ン
の
姿
勢
に
あ
り
、
東
欧
諸
国
に
「
Ｓ
Ｓ-

20
」
が
残
っ
て
い
る
間
は
こ
の
危
険
な
対
立
は
続
く
こ
と
に
な
る
と
、
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ネ

ン
コ
（Konstantin Chernenko

）
書
記
長
を
非
難
し（
8
）た。
ソ
連
に
対
し
て
宥
和
的
な
態
度
を
示
す
こ
と
を
避
け
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
米
ソ

間
の
仲
介
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
っ（
9
）た。

　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
同
様
に
、
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argret Thatcher
）
首
相
も
ソ
連
指
導
部
と
の
対
話
の
再
開
を
模
索
し
て
い
た
。
し

か
し
、
ソ
連
側
の
幹
部
を
ロ
ン
ド
ン
に
招
待
す
る
う
え
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
示
し
続
け
た
。

病
に
侵
さ
れ
、
外
交
の
話
題
に
つ
い
て
論
理
的
な
意
見
を
述
べ
よ
う
と
し
な
い
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
で
は
な
く
、「
こ
れ
か
ら
の
世
代
」
の
人

物
と
の
対
話
が
求
め
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
、
若
き
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
で
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
四
月
、
ゴ
ル
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バ
チ
ョ
フ
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
高
会
議
の
外
交
委
員
会
の
ト
ッ
プ
に
就
任
し
て
い
た
。
そ
の
地
位
は
、
伝
統
的
に
党
の
第
二
書
記
と
な
る

人
物
が
就
く
、
権
限
の
な
い
名
誉
職
で
あ
っ
た
が
、
英
国
側
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
ソ
連
「
議
会
」
の
代
表
団
長
と
し
て
招
待
す
る
う
え
で

有
用
な
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
）
10
（
る
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
の
招
待
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
躊
躇
し
た
。
後
に
彼
の
外
交
政
策
担
当
補
佐
官
と
な
る
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
（Anatoly 

Chernyaev

）
に
電
話
を
か
け
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
自
身
が
英
国
を
訪
問
す
る
こ
と
で
ソ
連
指
導
部
か
ら
警
戒
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念

を
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
は
、
た
と
え
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
考
え
方
が
対
決
姿
勢
に
凝
り
固
ま
っ
た
ソ
連
の

対
米
路
線
に
矛
盾
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
訪
問
が
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
一
端
を
担
う
も
の
に
な
る
と
主
張
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
も
そ
れ
に
同
意
し
、
長
年
ソ
連
外
務
省
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
て
い
た
グ
ロ
ム
イ
コ
（Andrei G

rom
yko

）
外
相
の
名
を
あ
え
て
挙
げ
ず

に
、
外
交
政
策
に
お
け
る
「
独
占
」
を
徐
々
に
崩
す
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
）
11
（
た
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
事
前
に
懸
念
し
た
通
り
、
英
国
へ
の
訪
問
に
対
し
て
グ
ロ
ム
イ
コ
外
相
は
大
き
な
不
満
を
抱
い
た
。
一
九
八
四
年
一

二
月
中
旬
の
八
日
間
と
い
う
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
招
待
に
応
じ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
対
し
て
、
グ
ロ
ム
イ
コ
は
外
務
省
の
人
間
が
そ
の
準

備
を
手
伝
う
こ
と
を
禁
止
し
た
の
で
あ
）
12
（
る
。
そ
の
結
果
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
非
公
式
な
補
佐
官
集
団
を
独
自
に
形
成
し
て
英
国
訪
問
に
同

行
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
後
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
推
進
役
と
な
る
世
界
経
済
国
際
関
係
研
究
所
の
所
長
で
あ
る
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
・
ヤ
コ
ヴ
レ
フ
（Aleksandr Yakovlev

）
や
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
議
定
書
の
策
定
に
あ
た
り
ソ
連
代
表
団
長
と
し
て
交
渉
を

担
っ
た
外
交
官
の
ア
ナ
ト
リ
ー
・
コ
ワ
リ
ョ
フ
（Anatoly Kovalev
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
）
13
（

た
。

　
一
二
月
一
六
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
初
め
て
の
会
談
は
、
双
方
の
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
終
始
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
の

議
論
の
中
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
従
来
の
ソ
連
の
指
導
者
と
は
異
な
る
様
子
を
見
せ
た
。
周
囲
の
補
佐
官
に
頼
る
こ
と
な
く
サ
ッ
チ
ャ
ー

の
演
説
を
踏
ま
え
た
コ
メ
ン
ト
を
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
世
紀
の
英
国
の
首
相
で
あ
る
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
（Lord Palm

erston

）
の

「
英
国
に
は
永
遠
の
友
人
も
敵
も
な
く
、
永
遠
の
国
益
だ
け
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
意
見
を
述
べ
た
の
で
あ
）
14
（
る
。
そ
の
う
え
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で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
機
密
情
報
が
記
載
さ
れ
た
参
謀
本
部
の
極
秘
の
地
図
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け

た
。
そ
の
中
に
は
、
ソ
連
に
よ
る
英
国
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
方
向
と
い
っ
た
機
密
性
の
高
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

は
そ
れ
に
戸
惑
い
を
見
せ
た
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
長
い
沈
黙
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
我
々
は
こ
れ
を
全
て
、
そ
し
て
で
き

る
だ
け
早
く
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
15
（
い
」。

　
こ
う
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
対
話
を
経
て
、
一
九
八
四
年
一
二
月
一
八
日
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
英
国
議
会
に
て
演
説
を
行
っ
た
。
ソ

連
共
産
党
書
記
長
就
任
の
約
四
ヵ
月
前
に
行
わ
れ
た
こ
の
演
説
こ
そ
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
「
共
通
の
家
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
描
く

と
い
う
手
法
を
用
い
た
最
初
の
例
と
さ
れ
て
い
）
16
（

る
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
冷
戦
と
い
う
状
態
は
「
常
に
軍
事
的
脅
威
を
抱
え
て
い

る
異
常
な
関
係
」
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
間
の
良
好
な
関
係
は
、
大
部
分
に
お
い
て
世
界
の
平
和
と
静
け
さ
を
保
障
す
る
も
の
」

で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
演
説
を
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
我
々
の
共
通
の
家
で
あ
る
。
戦
域
で

は
な
く
、
家
な
の
で
あ
）
17
（
る
」。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
「
共
通
の
家
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
、「
戦
域
」
と
い
う
軍
事
用
語
と
対
比
さ
せ
る
形

で
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
に
お
い
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
参
謀
本
部
の
極
秘
の
地
図
を
披
露
し
た
こ
と
か
ら
も
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
的
・
軍
事
的
現
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
）
18
（

た
。
つ
ま
り
、「
共

通
の
家
」
と
い
う
言
葉
は
、
後
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
定
式
化
し
て
い
く
よ
う
な
、
ソ
連
が
追
求
す
る
将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
構
想

と
し
て
示
さ
れ
た
概
念
で
は
な
く
、
現
実
の
国
際
情
勢
に
対
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
を
表
現
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
）
19
（

る
。

　
同
様
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
一
九
八
五
年
二
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
最
高
会
議
選
挙
に
向

け
た
有
権
者
と
の
会
合
で
の
演
説
に
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
演
説
の
中
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
米
国
と
西
欧
諸
国
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
見
解
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
に
関
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
当
時
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
た
、
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米
ソ
間
の
軍
備
管
理
交
渉
に
お
け
る
交
渉
姿
勢
に
批
判
を
行
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
西
欧
諸
国
に
関
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
ソ
連
の

人
々
は
西
欧
の
人
々
の
常
識
を
信
じ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、「
我
々
の
共
通
の
家
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
戦
域
と
な
り
、
ペ

ン
タ
ゴ
ン
の
『
限
定
的
』
核
戦
争
と
い
う
ド
ク
ト
リ
ン
の
実
験
場
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
」
こ
と
に
、
西
欧
諸
国
の
指
導
者
が
関
心
を
持
つ

こ
と
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
）
20
（
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
あ
る
意
味
で
、
ソ
連
の
伝
統
的
な
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
路
線
に
沿
う
も
の
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
超
大
国
関
係
が
緊
張
し
て
い
る
際
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
内
部
の
不
和
を
煽
り
、
米
国
の
政
策
に
穏
健
な
影
響
を
与
え
よ
う
と

す
る
ソ
連
外
交
の
常
套
手
段
と
合
致
し
て
い
た
の
で
あ
）
21
（

る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
人
間
的
な
レ
ベ
ル
で

は
旧
来
の
政
治
家
と
異
な
る
革
新
性
を
発
揮
し
た
が
、
そ
の
言
説
の
面
で
は
ソ
連
外
交
の
伝
統
的
な
路
線
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
示
し
た
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
お
け
る
二
面
性
は
、
自
ら
が
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
就
任
し
た
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
三
月
一
一
日
、
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
就
任
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
西
側
世
界
へ
の
関
心
を
極
め
て
早
期
か
ら
示
し
て
い
た
。
四
月

二
三
日
に
行
わ
れ
た
演
説
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
相
互
利
益
に
基
づ
く
新
し
い
形
態
の
経
済
関
係
」
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

「
西
欧
諸
国
、
日
本
、
そ
の
他
の
資
本
主
義
諸
国
と
の
広
く
、
多
次
元
的
な
互
恵
的
協
力
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
）
22
（

る
。
そ
の
一
方
で
、
米

国
の
評
価
に
関
し
て
は
、
従
来
の
ソ
連
の
指
導
者
と
類
似
し
た
内
容
が
見
ら
れ
た
。
進
展
の
見
ら
れ
な
い
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
軍
備
管
理
交

渉
の
状
況
を
受
け
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
は
ソ
連
と
の
合
意
に
向
け
て
の
道
筋
を
立
て
て
い
な
い
」
と
批
判
し
）
23
（

た
。

　
こ
の
報
告
を
聞
い
た
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
報
告
の
対
外
政
策
に
関
す
る
部
分
は
「
平
凡
で
月
並
み
、
そ
し

て
お
決
ま
り
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
た
。
同
様
に
、
演
説
の
際
に
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
の
隣
に
座
っ
て
い
た
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
研

究
所
の
所
長
で
あ
る
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ア
ル
バ
ー
ト
フ
（G

eorgy Arbatov

）
も
、
自
身
が
事
前
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
「
教
え
込
ん
だ
」
こ

と
が
何
も
採
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
不
満
を
述
べ
て
い
）
24
（
た
。
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ソ
連
の
当
局
者
内
に
一
定
の
不
満
が
渦
巻
く
な
か
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
接
触
を
果
た
し
た
西
側
の
人
物
は
、
ソ
連
外
交
に
お
け
る
変

化
の
予
兆
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
い
た
。
そ
の
人
物
の
一
人
が
、
西
ド
イ
ツ
の
元
首
相
で
あ
る
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
（W

illy Brandt

）

で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
、
五
月
二
七
日
の
ブ
ラ
ン
ト
と
の
対
話
は
、
ソ
連
の
新
た
な
安
全
保
障
政
策
を
展
開
す
る
始
ま
り
と

も
言
え
る
出
来
事
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
モ
ス
ク
ワ
条
約
と
一
九
七
五
年
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
実
現
に
あ
た
り
、
ブ
ラ
ン
ト
が
果
た
し
た

役
割
を
賞
賛
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
正
常
化
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
路
線
を
継
続
す
る
こ
と
を
主
張
し
）
25
（

た
。「
平
和

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
最
も
安
全
な
道
は
、
こ
の
大
陸
の
核
兵
器
と
化
学
兵
器
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
に
あ
る
」、
そ
れ
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

の
中
核
的
な
論
理
で
あ
っ
）
26
（

た
。

　
硬
直
性
に
支
配
さ
れ
た
外
交
政
策
か
ら
の
脱
却
が
模
索
さ
れ
る
な
か
で
、
一
九
八
五
年
六
月
末
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
親
し
い
関
係
に

あ
っ
た
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
（Eduard Shevardnadze

）
が
ソ
連
外
相
の
座
に
就
い
た
。
ソ
連
外
交
に
新
し
い
風
が
吹
く
な
か
で
、
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
当
初
か
ら
、
米
国
で
は
な
く
西
欧
諸
国
と
の
間
に
何
ら
か
の
合
意
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
楽
観
的
に
考
え
て
い
た
。

一
一
月
に
予
定
さ
れ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
首
脳
会
談
に
お
い
て
米
国
と
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
難
し
い
一
方
で
、
そ
の
直
前
に
行
わ
れ
る
パ
リ

訪
問
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
何
ら
か
の
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
、
ソ
連
指
導
部
内
に
共
有
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
の
で
あ
）
27
（

る
。
加
え
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
訪
問
は
、
ソ
連
の
指
導
者
と
し
て
初
の
西
側
の
政
治
指
導
者

と
の
対
話
と
い
う
点
以
外
に
も
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
西
側
の
世
論
に
対
し
て
、
自
ら
の
構
想
を
表
明
す
る
貴
重
な
機
会

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
　
東
西
間
対
話
の
再
開

㈠
　「
共
通
の
家
」
を
め
ぐ
る
米
欧
間
の
相
違

　
一
九
八
五
年
後
半
の
段
階
に
お
い
て
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
全
体
的
な
路
線
は
、
そ
の
革
新
性
よ
り
も
伝
統
的
な
要
素
を
色

濃
く
残
し
て
い
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
訪
仏
直
前
に
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
紙
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
、
そ
の
大
ま
か
な
輪
郭
を
描
き
出
し
て
い

る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
向
性
」
と
題
さ
れ
た
そ
の
小
論
は
、
ソ
連
の
持
つ
目
的
は
「
よ
り
控
え
め
な
も
の
」
で
あ
り
、「
米
国
の
現
政
権

に
お
け
る
常
識
の
欠
如
を
、
大
西
洋
航
路
を
通
じ
て
補
う
た
め
に
、
西
欧
諸
国
の
可
能
性
を
利
用
す
る
」
と
い
う
点
と
、「
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
の
パ
リ
訪
問
を
前
に
し
て
、
ソ
連
・
フ
ラ
ン
ス
関
係
の
良
好
な
発
展
が
、
冷
戦
か
ら
デ
タ
ン
ト
へ
の
道
の
り
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
適
切
」
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
）
28
（
た
。
つ
ま
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
書
記
長
と
し
て
初
と
な
る
西
側
へ
の

訪
問
を
前
に
し
て
、
米
ソ
の
超
大
国
関
係
の
文
脈
に
お
い
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
向
性
」
を
捉
え
る
と
い
う
ソ
連
外
交
の
伝
統
的
な
路
線

が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
五
年
九
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
自
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
特
別
な
関
心

を
明
ら
か
に
し
た
。
ソ
連
と
フ
ラ
ン
ス
は
共
に
「
一
定
の
伝
統
」
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

ソ
連
の
役
割
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
比
喩
を
用
い
な
が
ら
述
べ
た
。「
我
々
は
一
つ
の
家
に
住
ん
で
い
る
が
、
こ
の
家
に
は
あ
る
入
り

口
か
ら
入
る
人
も
い
れ
ば
、
別
の
入
り
口
か
ら
入
る
人
も
い
る
。
こ
の
家
の
中
で
協
力
し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
）
29
（
る
」。

　
歴
史
家
の
マ
リ
ー
・
ピ
エ
ー
ル
・
レ
イ
に
よ
る
と
、
ソ
連
の
指
導
者
と
な
っ
た
後
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
、
初
め
て
「
欧
州
共
通
の
家
」
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と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
言
及
し
た
の
が
こ
の
時
で
あ
っ
）
30
（
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
「
頭
に
浮
か
ん
だ
ば

か
り
の
比
喩
を
使
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
多
種
多
様
で
あ
り
な
が
ら
基
本
的
に
不
可
分
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
明
の
共
通
の
ル
ー
ツ
」
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
「
政
治
的
ブ
ロ
ッ
ク
の
人
工
性
や
『
鉄
の
カ
ー
テ
ン
』
と
い
う
古
め
か
し

い
性
質
」
な
ど
が
、
共
通
の
家
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
描
く
と
い
う
手
法
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
）
31
（
る
。
し
か
し
、
一
九
八
五

年
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
言
葉
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
用
い
た
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
西
側
の
世
論
に
自
ら
の
見

通
し
を
訴
え
か
け
る
と
い
う
意
思
表
明
で
は
あ
っ
た
が
、
ソ
連
の
外
交
政
策
を
形
容
す
る
概
念
へ
と
転
換
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　
そ
の
後
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
パ
リ
に
お
い
て
複
数
の
演
説
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
一
〇
月
三
日
に
行
わ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
は
、
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
を
包
括
的
に
示
す
内
容
と
な
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
は
「
反
米
的
な
も
の

で
は
な
い
」
と
主
張
し
、「
あ
る
国
家
を
別
の
国
家
に
対
抗
」
さ
せ
る
こ
と
で
、「『
軸
』
や
『
三
角
形
』
を
作
る
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
的
な

『
勢
力
均
衡
』
政
策
」
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
宣
言
し
た
の
で
あ
）
32
（

る
。
ま
た
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
の
首
脳
会
議
に

お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
問
題
を
、
英
国
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
と
個
別
に
交
渉
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
米
国
と
の

直
接
対
話
を
控
え
る
な
か
で
、
ソ
連
の
外
交
政
策
が
超
大
国
関
係
や
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
と
い
う
点
を
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
明
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
）
33
（
た
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
米
ソ
首
脳
会
談
の
直
前
と
な
る
一
一
月
一
三
日
付
の
プ
ラ
ウ
ダ
紙
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
我
々
の
共
通
の
家
で
あ
る
」
と

題
す
る
論
考
を
掲
載
し
、
西
側
諸
国
に
対
す
る
警
告
を
行
っ
た
。
こ
の
論
考
で
は
、
米
国
が
西
欧
諸
国
に
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る

方
針
を
継
続
し
て
い
る
点
が
批
判
さ
れ
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
他
人
の
家
で
あ
り
、
戦
略
家
た
ち
の
地
図
上
の

『
戦
場
』
で
あ
る
」
と
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
）
34
（

た
。
つ
ま
り
、「
欧
州
共
通
の
家
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
含
意
と
し
て
、
米
国
は
そ
の
住
人

で
は
な
い
こ
と
が
、
首
脳
会
談
を
前
に
示
唆
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
一
月
一
九
日
か
ら
行
わ
れ
た
米
ソ
間
の
直
接
対
話
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に
お
い
て
、「
欧
州
共
通
の
家
」
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宇
宙
を
舞
台
に
し
た
軍
備
管
理
の
問
題
が
議
論
を
支

配
し
た
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
関
す
る
本
格
的
な
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
）
35
（

る
。

　
一
一
月
二
七
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
首
脳
会
談
を
終
え
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
高
会
議
で
報
告

を
行
っ
た
。
そ
の
大
部
分
は
米
国
に
関
す
る
内
容
で
占
め
ら
れ
た
が
、
極
め
て
限
定
的
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
関
す
る
言
及
も
行

わ
れ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
米
国
の
方
針
を
批
判
す
る
一
方
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
更
な
る
軍
事
的
対
立
を
防
ぐ
と
い
う
課
題

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
緊
急
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「『
欧
州
の
家
』
と
は
、
地
理
的
に
も
歴
史
的
に

も
、
何
十
も
の
国
と
民
族
の
運
命
を
密
接
に
結
び
つ
け
て
き
た
共
通
の
家
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
協
力
の
た
め
の
理
性
的
な
規
範
に
従
っ
て
、
自
分
た
ち
の
故
郷
を
守
り
、
よ
り
良
く
、
そ
し
て
よ
り
安
全
に
す
る
こ
と
を
集
団

で
行
う
し
か
な
）
36
（
い
」。

　
こ
の
よ
う
に
、
米
国
の
姿
勢
を
批
判
す
る
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
間
の
親
和
性
を
強
調
す
る
と
い
う
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
レ
ト
リ
ッ

ク
は
、
パ
リ
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
首
脳
会
談
を
経
た
後
も
、
変
わ
ら
ず
に
継
続
さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
外
交
に
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
す
と

い
う
意
志
を
示
し
て
い
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
戦
術
的
に
は
よ
り
柔
軟
な
方
向
へ
と
変
化
し
て
い
た
が
、
西
側
同
盟
の
間
に
楔
を
打
ち
込

む
と
い
う
伝
統
的
な
戦
略
目
標
を
維
持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
）
37
（

る
。
そ
の
た
め
、
対
米
関
係
に
お
い
て
行
き
詰
ま
り
に
直
面
し
た
ソ
連
の

指
導
者
は
、
よ
り
新
し
く
革
新
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㈡
　「
新
思
考
」
の
採
択

　
五
年
ぶ
り
の
米
国
と
の
首
脳
会
談
を
終
え
た
こ
と
で
、
ソ
連
指
導
部
は
一
九
八
六
年
二
月
に
予
定
さ
れ
る
ソ
連
共
産
党
第
二
七
回
大
会

の
準
備
を
本
格
化
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
準
備
会
合
と
し
て
一
九
八
五
年
一
一
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会
会
議
に
お
い
て
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
の
外
交
政
策
が
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
路
線
で
強
化
」
さ
れ
る
こ
と
が
、「
米
国
と
の
関
係
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
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す
」
と
主
張
し
）
38
（
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
、
こ
の
時
点
で
の
ソ
連
外
交
に
お
け
る
最
優
先
事
項
は
あ
く
ま
で
米
国
で
あ
り
、
西
欧
諸

国
と
の
関
係
は
そ
れ
に
付
随
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
お
け
る
伝
統
的
な
路
線
と
合
致
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
ソ
連
共
産
党
第
二
七
回
大
会
は
、
ソ
連
外
交
が
変
化
す
る
う
え
で
の
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
「
新
思
考
」
と
い
う
原
則
を
採

択
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
社
会
主
義
者
と
帝
国
主
義
者
に
よ
る
「
二
つ
の
陣
営
」
と
い
う
公
式
を
、「
世
界
の
全
体
性
」
と

「
相
互
依
存
」
と
い
う
新
た
な
考
え
に
置
き
換
え
た
の
で
あ
）
39
（
る
。
そ
の
一
方
で
、
党
大
会
に
前
後
す
る
形
で
外
交
分
野
に
お
け
る
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
の
主
席
補
佐
官
に
就
任
し
て
い
た
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
は
、
ヤ
コ
ヴ
レ
フ
に
対
し
て
、「
国
際
政
策
の
た
め
の
党
大
会
の
実
践
的

結
論
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
を
送
り
、
自
ら
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
に
と
っ
て
党
大
会
は
、
ソ
連
の

対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
「
正
し
い
方
向
性
」
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
意
思
表
示
の
レ
ベ
ル
で
止

ま
っ
た
場
合
、
こ
の
コ
ー
ス
の
魅
力
が
半
減
」
す
る
懸
念
が
あ
っ
）
40
（
た
。
外
交
政
策
に
お
け
る
言
行
不
一
致
と
そ
の
曖
昧
性
へ
の
警
告
は
、

チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
が
、
具
体
的
な
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
実
行
し
な
い
ソ
連
指
導
部
の
状
況
に
危
機
感
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
た
。

　「
新
思
考
」
を
持
つ
周
囲
の
人
物
が
懸
念
を
示
す
な
か
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
三
月
二
四
日
、
来
る
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ミ
ッ
テ

ラ
ン
大
統
領
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
の
た
め
の
予
備
協
議
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
外
相
の
レ
イ
モ
ン
（Jean-Bernard Raim

ond

）
と
会
談
を
行
っ

て
い
た
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
変
わ
ら
ず
米
国
の
路
線
を
批
判
す
る
一
方
で
、
ソ
連
の
人
々
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
ソ
連
外
交
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
向
性
を
優
先
し
て
い
く
」
と
主
張
し
）
41
（

た
。
米
国
と
西
欧
諸
国
の
間
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
す

る
と
い
う
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、「
新
思
考
」
の
採
択
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策

に
一
定
の
継
続
性
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
に
も
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
て
い
た
。
三
月
二
七
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
ゴ
ル
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バ
チ
ョ
フ
は
、
米
国
と
の
関
係
を
「
西
ド
イ
ツ
を
含
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
由
し
て
刺
激
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
。
首
脳
レ

ベ
ル
で
の
接
触
に
関
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
首
相
の
コ
ー
ル
（H

elm
ut Kohl

）
と
の
間
に
あ
る
相
互
不
信
に
よ
っ
て
、
消
極
的
な
姿
勢
が
貫

か
れ
て
い
）
42
（
た
。
と
は
い
え
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
停
止
さ
せ
続
け
る
と
い
う
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
方
針
は
、
ソ
連
外
交
全
体
に
お
け
る
西

欧
諸
国
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
新
た
な
定
式
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
転
換
を
推
し
進
め
た
の
で
あ
る
。

四
　「
新
思
考
」
外
交
の
始
ま
り

㈠
　「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」

　
一
九
八
六
年
四
月
一
八
日
、
東
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
現
地
の
党
大
会
に
お
い
て
演
説
を
行
っ
た
。
ソ
連
の
指
導
者

は
、
東
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
地
か
ら
、
西
欧
諸
国
の
人
々
に
対
し
て
直
接
呼
び
か
け
る
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。「
世
界
の
運
命

を
米
国
の
軍
国
主
義
者
の
な
す
が
ま
ま
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
西
ド
イ
ツ
政
府
の
方
針
を
厳
し
く
批

判
し
た
。
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
が
西
ド
イ
ツ
領
内
に
配
備
さ
れ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
西
欧
に
お
い
て
、
米
国
の
軍

国
主
義
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｉ
計
画
を
こ
れ
ほ
ど
熱
烈
に
支
持
し
て
い
る
政
府
は
お
そ
ら
く
他
に
い
な
い
」
と
不
満
を
露
わ
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
通
常
戦
力
の
縮
小
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
平
和
攻
勢
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
そ
の
軍
備
縮

小
の
地
理
的
範
囲
と
し
て
、「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
」
と
い
う
新
た
な
定
式
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
）
43
（
る
。

　
こ
の
「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
（Charles de G

aulle

）
大
統
領
が
用
い
て
い
た

政
治
的
概
念
で
あ
っ
）
44
（
た
。
そ
の
た
め
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
の
政
策
領
域
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
と
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定
式
化
し
た
こ
と
は
、
そ
の
方
針
が
か
つ
て
の
ド
・
ゴ
ー
ル
に
接
近
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
年
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
首
脳
会
談
の
直
前
に
、
プ
ラ
ウ
ダ
紙
に
お
い
て
米
国
が
「
共
通
の
家
」
の
住
人
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
よ
う
に
、「
大
西
洋
か

ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
と
い
う
定
式
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
お
け
る
米
国
の
影
響
力
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
、
再
び
暗
黙
の
う
ち

に
推
し
進
め
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ソ
連
外
交
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
側
面
へ
の
関
心
を
強
め
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
路
線
と
は
裏
腹
に
、
実
際
の
東
西
間
交
渉

は
停
滞
の
様
相
を
示
し
続
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
五
月
二
三
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
自
ら
外
務
省
に
赴
き
、
そ
の
幹
部

職
員
や
外
交
関
連
の
党
幹
部
に
対
し
て
演
説
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
書
記
長
就
任
後
で
初
と
な
る
包
括
的
な
外

交
方
針
演
説
と
な
っ
）
45
（
た
。
こ
の
演
説
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
の
外
交
官
に
、
西
欧
諸
国
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
は
、「
米
国

の
役
割
を
過
小
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
留
保
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
「
米
ソ
関
係
の
プ
リ
ズ
ム
」
を
通
し
て
見
る
こ
と
を
改

め
る
よ
う
に
求
め
）
46
（
た
。
そ
し
て
、
外
務
省
で
の
演
説
か
ら
数
日
後
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
側
近
と
の
会
話
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
接
触
に
関
し
て
は
引
き
続
き
消
極
的
な
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
た
が
、
ゲ
ン
シ
ャ
ー

（H
ans-D

ietrich G
enscher

）
外
相
に
つ
い
て
は
「
秋
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
二
国
間
関
係
を
進
展
さ
せ
る
う
え
で

の
基
盤
は
徐
々
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
）
47
（

た
。

　
六
月
一
一
日
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
政
治
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
東
欧
の
指
導

者
た
ち
に
、
ソ
連
外
務
省
の
変
革
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
外
交
に
お
け
る
主
な
問
題
と
し
て
、

「
多
く
の
怠
惰
と
古
い
考
え
方
の
存
在
」
を
指
摘
し
た
の
で
あ
）
48
（

る
。
そ
の
一
方
で
、
同
会
議
に
お
い
て
は
、
東
ド
イ
ツ
の
指
導
者
で
あ
る

エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
（Erich H

onecker

）
が
、「
欧
州
の
家
」
を
建
築
す
る
う
え
で
、
い
か
に
西
ド
イ
ツ
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
か
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
た
。
西
ド
イ
ツ
は
「
欧
州
共
同
体
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
中
で
重
要
な
役
割
」
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
を
軽
視
す
る
こ
と
は
「
誤
っ
た
連
帯
を
引
き
起
こ
す
」
と
い
う
点
が
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
の
懸
念
で
あ
っ
）
49
（
た
。
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ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
お
け
る
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
壊
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
東
欧
衛
星
圏
と
の
合
意
を
踏
ま
え
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
向
性
は
、
我
々
に
大
き
な
蓄
え
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
り
、「
米
国
に
も
、
全
て
の
世
界
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
影
響

を
与
え
る
」
と
主
張
し
）
50
（
た
。
そ
し
て
、
約
一
年
前
と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
話
と
い
う
形
で
、
米
国
と
西
欧
諸
国
の
間
を
引
き
離
す
と

い
う
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
伝
統
的
目
標
は
、
改
め
て
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㈡
　
米
仏
の
狭
間
で

　
一
九
八
六
年
七
月
七
日
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
二
度
目
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
自
身
の
戦
略
が
い
か
に
変
化
し
て
い
な

い
か
を
示
す
形
と
な
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
歓
迎
晩
餐
会
に
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
現
代
外
交
の
目
的
は
デ
タ

ン
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
ソ
連
外
交
は
「
誰
か
を
改
心
さ
せ
る
」
つ
も
り
も
な
け
れ
ば
、「
外
交
的
な
『
チ
ェ
ス
盤
』
の

勝
者
に
な
る
」
意
図
も
な
い
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
主
張
し
た
。「
政
治
的
思
考
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
『
戦
域
』
と
す
る
認
識
か
ら
完
全
に
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

主
権
を
持
ち
、
異
な
る
が
平
和
を
愛
す
る
国
家
が
共
存
し
、
相
互
依
存
を
認
識
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
）
51
（

る
」。

　
ソ
連
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
主
要
な
道
は
、「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
、
軍
備
と
い
う

爆
発
的
な
重
荷
か
ら
解
放
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
。
核
戦
力
の
み
な
ら
ず
、
通
常
戦
力
も
削
減
す
る
用
意
が
ソ
連
側
に
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
と
フ
ラ
ン
ス
が
共
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
ソ
連
と
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
協
力
の
分
野
を
拡
大
し
、
両
国
間
の
対
話
が
「
再
び
世

界
政
治
に
お
け
る
賢
明
な
動
向
の
発
生
源
と
な
る
た
め
に
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
行
う
」
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の

思
い
描
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
の
姿
で
あ
っ
）
52
（

た
。
こ
の
首
脳
会
談
を
経
て
、
七
月
一
一
日
の
政
治
局
会
議
で
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
は
、「
フ
ラ
ン
ス
が
軍
縮
プ
ロ
セ
ス
の
邪
魔
を
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
」
で
あ
り
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
は
「
デ
タ
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ン
ト
の
合
図
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
評
価
し
）
53
（
た
。
そ
の
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
言
説
は
、
軍
縮
に
よ
る
平
和
攻
勢
に
よ
っ
て
西

側
の
結
束
と
警
戒
を
弱
め
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
継
続
し
て
い
た
。

　
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
も
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
七
月
二
一
日
、
西
ド
イ
ツ
の
ゲ
ン
シ
ャ
ー
外
相
が
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
、
初
め

て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
会
談
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
懸
念
は
、
西
ド
イ
ツ
政
府
が
米
国
の
軍
事
路
線
に

追
随
し
、
ソ
連
側
に
見
ら
れ
る
軍
縮
の
動
き
を
否
定
し
て
い
る
点
に
あ
っ
）
54
（

た
。
と
は
い
え
、
二
国
間
関
係
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

と
の
認
識
を
抱
い
た
ソ
連
指
導
部
は
、
特
に
経
済
面
で
の
関
係
強
化
に
向
け
て
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
を
確
認
し
）
55
（
た
。
こ
う
し
て
、

遅
々
と
し
て
進
展
し
な
い
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
と
比
較
し
て
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
の
展
開
と
共
に
新
た
な
段

階
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　
西
欧
諸
国
と
の
間
で
対
話
が
重
ね
ら
れ
る
な
か
で
、
米
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
新
た
な
方
策
が
練
ら
れ
て
い
た
。
一
九
八
五
年
八
月

か
ら
ソ
連
が
継
続
し
て
い
た
核
実
験
の
一
方
的
な
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
、
当
初
の
予
定
か
ら
半
年
間
の
延
長
を
経
て
、
一
九
八
六
年
八
月
六

日
で
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
宛
て
た
八
月
一
日
付
の
覚
書
に
お
い
て
、
ヤ
コ
ヴ
レ
フ
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

有
す
る
米
国
や
西
欧
諸
国
の
世
論
に
与
え
る
影
響
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
米
国
や
他
の
西
側
諸
国
の
反
核
運
動
が
本
格

的
に
展
開
す
る
の
に
十
分
な
時
間
」
を
与
え
る
こ
と
を
ヤ
コ
ヴ
レ
フ
は
主
張
し
）
56
（

た
。
米
ソ
関
係
の
新
た
な
展
開
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を

米
ソ
の
核
兵
器
か
ら
解
放
す
る
と
い
う
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
、
重
要
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
与
え
て
い
た
。

　
九
月
一
五
日
付
で
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
へ
宛
て
ら
れ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
手
紙
で
は
、「
宇
宙
兵
器
」
や
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中
距

離
核
戦
力
」
と
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
、
米
国
側
の
交
渉
姿
勢
が
引
き
続
き
非
難
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
一
対
一
の
簡
単
な
会
合
を
開
き
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
う
首
脳
会
談
の
前
準
備
と
し
て
、
二
つ
か
三
つ
の
具
体
的
な
問
題
に
関
す

る
合
意
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
）
57
（

た
。
新
た
な
米
ソ
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
の
は
ソ
連
側
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
米
国
と
の
関
係
を
本
格
的
に
改
善
す
る
た
め
の
新
し
い
方
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
）
58
（
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
停
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滞
し
て
い
る
交
渉
を
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
会
議
で
進
展
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

五
　
核
戦
力
か
ら
の
解
放

㈠
　
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
首
脳
会
談
と
そ
の
余
波

　
一
九
八
六
年
一
〇
月
四
日
、
ク
レ
ム
リ
ン
で
は
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
首
脳
会
談
に
向
け
た
準
備
会
合
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
を
動
か
す
た
め
に
は
「
強
引
で
も
突
破
口
を
開
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
主
張
し
、
ソ
連
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

全
て
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
完
全
に
撤
去
す
る
と
い
う
強
い
立
場
に
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
レ
イ
キ
ャ

ビ
ク
で
の
交
渉
に
お
け
る
三
つ
の
要
点
を
、
次
の
よ
う
に
示
し
た
。
第
一
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
の
「
最
終
目
標
は
核
兵
器
の
廃
絶
」

で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、「
ア
ジ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て
特
別
な
交
渉
を
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
完
全
な
排
除
」
を
目
指
す
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、「
宇
宙
へ
の
兵
器
到
達
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
う
え

で
、
核
実
験
禁
止
協
定
を
準
備
」
す
る
こ
と
で
あ
）
59
（

る
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
側
の
提
案
が
「
米
国
の
安
全
保
障
の
弱
体
化
に
つ
な
が
る
」
場
合
は
成
功
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
政
治
局

や
外
務
省
の
全
員
が
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。
交
渉
の
原
則
は
、「
軍
備
レ
ベ
ル
の
平
等
な
削
減
を
通
じ
て
、
全
て
の

人
の
安
全
保
障
を
強
化
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
側
近
に
、「『
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
』
ミ
サ
イ
ル
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
叩
き
出
す
と
い
う
仕
事
」
を
何
よ
り
も
念
頭
に
置
く
こ
と
を
求
め
た
。
こ
こ
で
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
西
欧
諸
国

に
配
備
さ
れ
た
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
は
、
ソ
連
の
「
こ
め
か
み
に
あ
る
銃
」
だ
っ
た
の
で
あ
）
60
（

る
。

　
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
向
け
た
議
論
は
、
一
〇
月
八
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
た
。
米
国
の
右
派
勢
力
が
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
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に
圧
力
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
非
常
に
難
し
い
会
談
」
に
な
る
と
予
想
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
の
発
言
に
対
し
て
、
前
外
相
の
グ
ロ
ム
イ
コ
は
、
米
国
が
軍
備
の
平
等
な
削
減
に
関
し
て
明
言
し
た
の
は
「
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ

と
」
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
を
語
っ
て
も
「
上
手
く
い
か
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
加
え
て
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
グ
ロ
ム
イ
コ
は
、
自
身

が
外
相
の
時
代
に
ソ
連
が
「
Ｓ
Ｓ-

20
」
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
我
々
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
お
け
る
重
大
な
誤

り
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
「
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
」
ミ
サ
イ
ル
を
排
除

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
ソ
連
の
戦
略
目
標
で
あ
る
と
改
め
て
提
示
し
）
61
（
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
政
治
局
内
の
議
論
を
経
て
、
一
〇
月
一
一
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
レ
ー
ガ
ン
は
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
て
再
会
し
た
。
こ
の

首
脳
会
談
は
、
前
回
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
は
異
な
り
、
主
に
両
首
脳
の
一
対
一
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
。
議
論
が
始
ま

る
と
す
ぐ
に
、
ソ
連
側
が
提
案
し
た
過
激
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
場
を
支
配
し
た
。
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
戦
略
核
戦
力

を
相
互
に
半
減
す
る
こ
と
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ソ
連
と
米
国
双
方
の
中
距
離
核
戦
力
の
完
全
撤
廃
な
ど
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
期
間
は
、
米
国
の
宇
宙
兵
器
の
開
発
が
「
研
究
室
」
の
中
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
劇
的
な
軍
備
削
減
の
提

案
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
遅
延
に
関
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
が
ソ
連
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
）
62
（
た
。

　
二
日
目
の
議
論
を
経
て
、
米
ソ
の
両
首
脳
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
適
用
し
、
ア
ジ
ア
で

は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
基
ず
つ
ま
で
削
減
す
る
と
い
う
点
で
合
意
に
達
し
）
63
（
た
。
前
例
の
な
い
軍
備
管
理
の
合
意
が
生
ま
れ
る
寸
前
で
あ
っ
た

が
、
最
後
の
障
害
と
な
っ
た
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｉ
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
研
究
を
明
確
に
「
研
究
室
」
に
限
定
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
た
が
、
米
国
側
に
譲
歩
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
レ
ー
ガ
ン
に
よ
る
二
度
目
の
交
渉
は
決
裂
し
）
64
（

た
。

　
以
上
の
よ
う
な
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
の
対
話
は
、
仮
に
Ｓ
Ｄ
Ｉ
が
障
害
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
戦
略
核
戦
略
の
半
減
や
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
削

減
に
関
し
て
米
ソ
間
の
合
意
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
特
に
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
し
て
は
、
米
国
側
か
ら
の
意
向
を
受
け
て
ア

ジ
ア
で
は
一
〇
〇
基
ず
つ
残
す
と
い
う
方
針
が
採
ら
れ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ソ
連
側
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
米
ソ
双
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方
が
全
廃
す
る
点
で
潜
在
的
な
合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
首
脳
会
談
は
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
が
、
米
ソ
間
の
具

体
的
で
革
新
的
な
軍
縮
案
と
共
に
新
た
な
展
開
へ
と
至
る
前
兆
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
超
大
国
間
の
軍
備
管
理
交
渉
は
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
お
け
る
潜
在
的
な
合
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
展
の
様
相
を
呈
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
三
〇
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
前
外
相
の
グ
ロ
ム
イ
コ
は
「
米
国
が
同
意
す
る
よ
う
な
更
な
る
譲
歩
を

す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
、
二
国
間
交
渉
に
お
い
て
は
「
部
分
的
な
合
意
を
目
指
し
、
交
渉
を
長
引
か
せ
る
」
こ
と
を
主

張
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
批
判
し
た
の
が
、
党
中
央
委
員
会
国
際
部
長
の
ド
ブ
ル
イ
ニ
ン
（Anatoly D

obrynin

）
で
あ
っ
た
。

ド
ブ
ル
イ
ニ
ン
は
、「
ハ
ッ
タ
リ
や
デ
マ
ゴ
ギ
ー
」
に
よ
っ
て
交
渉
を
幕
引
き
さ
せ
る
よ
う
な
、
ソ
連
外
交
の
旧
来
の
手
法
を
批
判
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
「
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
を
歪
め
、
修
正
し
、
そ
こ
か
ら
一
歩
退
い
て
い
る
」
こ
と
は
、

「
挑
発
行
為
に
忙
し
く
、
雰
囲
気
を
台
無
し
に
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
の
米
国
の
行
動
に
対
す
る
批
判
の

声
が
、
西
欧
諸
国
に
お
い
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ソ
連
が
「
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
以
降
の
強
い
立
場
を
で
き
る
限
り
利
用
す
べ

き
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
確
認
さ
れ
）
65
（

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
翼
に
更
な
る
圧
力
を
か
け
る
」
こ
と
を
主
張
し
、

「
コ
ー
ル
の
煽
り
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
」
と
述
べ
）
66
（
た
。

　
ソ
連
が
新
た
な
政
策
を
追
求
す
る
一
方
で
、
米
国
側
が
何
ら
か
の
応
答
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
選
択

は
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
の
進
展
に
背
く
も
の
と
な
っ
た
。
米
国
は
軍
縮
を
進
め
る
ど
こ
ろ
か
、
戦
略
核
戦
力
の
制
限
を
遵
守
し
な
い
と
発

表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
姿
勢
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
見
切
り
を
つ
け
て
将
来
の
機
会
を
待
つ
か
、
よ
り
力
強
い
平
和
攻

勢
の
路
線
を
継
続
す
る
か
と
い
う
選
択
を
ソ
連
指
導
部
に
迫
る
こ
と
に
な
っ
）
67
（

た
。
し
か
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
米
国
側
の
対
応
に
か
か
わ

ら
ず
、
新
た
な
安
全
保
障
政
策
を
追
求
す
る
決
意
を
固
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
米
国
に
直
接
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、
他
の
勢
力
、

つ
ま
り
西
欧
諸
国
を
介
し
て
圧
力
を
か
け
る
と
い
う
方
針
が
改
め
て
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
）
68
（

る
。

　
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
六
年
か
け
て
、
ソ
連
外
交
の
主
眼
は
対
米
関
係
に
置
か
れ
続
け
て
い
た
。
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
、
特
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に
西
欧
諸
国
と
の
関
係
は
、
米
国
と
の
関
係
を
穏
便
に
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
多
く
の
西
側
の
当
局
者
と
対
話
を
重
ね
る
な
か
で
、
ソ
連
と
西
欧
諸
国
の
関
係
に
変
化
の
種
が
蒔
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
）
69
（
た
。「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立
へ
と
至
る
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
お
け
る
更
な
る
展
開
は
、
こ
う
し
た
米
ソ
関

係
の
停
滞
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
て

　
米
国
と
の
関
係
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
な
か
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
二
月
二
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
外
務
省
に
対
し
て
、「
米
国
が
混
乱
し
て
い
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
加
速
す
る
」
と
指
示
を
出
し
、
特
に
西
ド
イ
ツ
に
関
す
る
政
策
説
明
と
提
案
を
準
備
す
る
よ
う
に
求
め
）
70
（

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

が
ソ
連
の
指
導
者
と
な
っ
て
約
二
年
が
経
過
す
る
な
か
で
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　
ま
た
、
核
廃
絶
に
関
す
る
新
た
な
平
和
攻
勢
も
開
始
さ
れ
た
。
ソ
連
指
導
部
は
、
一
九
八
七
年
初
頭
頃
か
ら
西
欧
諸
国
に
い
る
三
〇
〇

名
ほ
ど
の
専
門
家
に
招
待
状
を
送
り
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
る
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
。
会
議
の
目
的
が

「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
参
加
に
関
し
て
、
西
欧
諸
国
の
各
政
府
は
専
門
家
た
ち
の
自
由
意
志
に
委

ね
て
い
）
71
（
た
。「
核
な
き
世
界
の
た
め
に
、
人
類
の
存
続
の
た
め
に
」
と
題
さ
れ
た
そ
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
一
九
八
七
年
二
月
一
四
日

か
ら
一
六
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
の
結
果
に
関
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
政
治
局
に
お
い
て
、
ソ
連
の
活
動
が
「
文
化
人
、

科
学
者
、
作
家
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
、
い
か
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ソ
連
の
指

導
者
に
と
っ
て
、
こ
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
義
は
、「
国
家
間
の
国
際
協
力
を
目
的
と
し
た
公
式
交
渉
の
推
進
」
の
み
で
は
な
く
、「
公

共
組
織
や
世
論
を
通
じ
た
交
渉
」
を
推
進
さ
せ
た
と
い
う
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
）
72
（

る
。
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加
え
て
、
停
滞
す
る
ソ
連
の
経
済
状
況
は
、
政
治
局
の
保
守
派
に
対
し
て
も
、
軍
事
費
の
削
減
と
デ
タ
ン
ト
が
急
務
で
あ
る
と
感
じ
さ

せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
も
は
や
ソ
連
に
は
、
こ
れ
以
上
の
外
交
的
な
駆
け
引
き
を
す
る
余
裕
は
な
か
っ
）
73
（

た
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、

西
側
諸
国
と
の
早
急
な
関
係
改
善
を
求
め
た
ソ
連
の
当
局
者
の
一
人
は
、
保
守
的
な
路
線
を
貫
い
た
前
外
相
の
グ
ロ
ム
イ
コ
で
あ
っ
た
。

二
月
二
六
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
グ
ロ
ム
イ
コ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
と
戦
略
核
兵
器
、
そ
し
て
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
交
渉
を
一
つ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う
従
来
の
方
針
か
ら
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
軍
縮
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
分
離
し
、
独
自
の
軍
備
管
理
協
議
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
こ
の
発
言
に
対
し
て
、
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
は
「
決
断
を
遅
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
賛
成
し
）
74
（
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
も
、

「
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
と
の
戦
争
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
ソ
連
の
立
場
を
改
め
て
示
し
、
ソ
連
が
英
仏
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
米
ソ
間
の
核
軍

縮
交
渉
に
含
め
る
こ
と
を
取
り
や
め
た
理
由
を
想
起
さ
せ
）
75
（
た
。

　
そ
の
翌
日
の
二
月
二
七
日
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
（G

iulio Andreotti

）
外
相
と
の
会
談
が
モ
ス
ク
ワ
に
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
会
談
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
再
び
自
国
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
輪
郭
を
示
し
て
い
た
。
ソ
連
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
更
な
る
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
目
的
に
関
し
て
、「
大
西
洋
同
盟
や
西
欧
諸
国
が
、
経
済
・
軍
事
な
ど
の
分
野
で
米
国
と
築
い
て
き
た
関
係
を
破

壊
す
る
た
め
」
で
あ
る
と
す
る
西
欧
諸
国
の
懸
念
を
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
明
確
に
否
定
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
が
西
欧

諸
国
と
の
緊
密
な
協
力
関
係
を
支
持
す
る
理
由
は
、「
世
界
の
状
況
が
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
」
で
あ
っ
）
76
（

た
。
そ
の
論
理
は
、
西

側
同
盟
に
亀
裂
を
入
れ
る
と
い
う
伝
統
的
な
戦
略
を
、
よ
り
柔
軟
な
言
葉
に
よ
っ
て
覆
い
隠
す
と
い
う
戦
術
の
継
続
を
示
唆
し
て
い
た
。

　
ソ
連
の
新
た
な
平
和
攻
勢
は
、
極
め
て
迅
速
に
実
施
さ
れ
た
。
二
月
二
八
日
に
声
明
を
発
表
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
問
題
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
切
り
離
し
、
こ
れ
に
関
す
る
別
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
そ
れ

を
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
」
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
の
根
拠
と
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
お
い
て
、
ソ
連

と
米
国
が
五
年
以
内
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
全
て
撤
去
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
を
公
表
し
た
。
そ
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
配
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
撤
去
に
関
す
る
協
定
が
結
ば
れ
次
第
、
西
側
の
ミ
サ
イ
ル
に
対
応
し
て
配
備
さ
れ
た
ソ
連
の
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ミ
サ
イ
ル
を
撤
去
す
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
）
77
（
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
提
案
は
、
ソ
連
の
軍
備
を
非
対
称
的
に
削
減
す
る
譲
歩
案
と
も
言
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
を
め
ぐ
る
議
論
に
固
執
し
、
米
国
か
ら
何
ら
か
の
返
答
を
待
つ
と
い
う
選
択
肢
は
、
も
は
や
ソ
連

側
に
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
事
態
の
打
開
を
図
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
残
さ
れ
た
道
は
、
具
体
的
な
軍
縮
案
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
戦

域
」
か
ら
転
換
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
核
戦
力
か
ら
解
放
す
る
う
え
で
、
最
大
の
障
壁
の
一
つ
は
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
存
在
で
あ
っ
た
。
短
い
冬
季
休

暇
か
ら
帰
還
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
に
向
け
た
準
備
を
開
始
し
た
。
そ
の
訪
問
前
夜
で

あ
る
三
月
二
六
日
、
政
治
局
で
は
「
欧
州
共
通
の
家
」
の
概
念
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
第
一
外
務
次
官
の
コ
ワ
リ
ョ
フ
は
、

西
欧
諸
国
の
独
立
性
と
、
そ
れ
ら
の
国
々
が
有
す
る
米
国
の
政
策
か
ら
距
離
を
置
く
能
力
を
強
調
し
た
。
コ
ワ
リ
ョ
フ
は
こ
れ
ら
の
事
実

を
根
拠
に
、
ソ
連
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
そ
の
他
の
人
々
に
、
米
国
と
い
う
眼
鏡
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
な
い
よ
う
に
誘
う
」
こ
と

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
我
々
の
目
的
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
米
国
か
ら
遠
ざ
け
る
こ

と
で
は
な
く
、
米
国
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
追
い
出
す
こ
と
」
で
あ
る
と
強
調
し
）
78
（

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
思
考
の
中
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
米
国
の
影
響
力
を
減
退
さ
せ
る
と
い
う
、
ソ
連
外
交
の
伝
統
的
な
戦
略
が
明
確
に
継
続
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
西
欧
諸
国
に
対
す
る
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
披
露
し
て
い
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
論
理
に
お
い
て
は
、

「
ど
ん
な
問
題
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
解
決
す
べ
き
で
は
な
い
」
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
面
で
も
外
交
面
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
代
わ
る
存
在
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
「
西
欧
の
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
ソ
連
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
「
軍
事
的
な
対
立
を
極
限
ま
で
減
ら
す
」
こ
と
で
あ
り
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
米
国
の
兵
器
を
撤
去
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と
で
あ
っ
）
79
（
た
。

　
以
上
の
議
論
に
お
け
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
外
務
省
の
間
の
意
見
の
相
違
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
い
う
個
人
が
西
欧
諸
国
と
の
関
係
を
発

展
さ
せ
る
と
い
う
意
思
を
よ
り
強
固
に
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
、
こ
の
段
階
で
西
欧
諸
国
の
役
割
を
再
評
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価
し
、
ソ
連
の
外
交
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
さ
ら
に
は
潜
在
的
な
同
盟
国
と
さ
え
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
疑
い
な
く
彼
個
人
の
世
界
観
に

基
づ
い
て
い
）
80
（

た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
転
換
さ
せ
る
う
え
で
、
当
時
変
革
し
つ
つ
あ
っ
た
外
務
省
の
側
で
は
な
く
、

こ
う
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
、
一
九
八
四
年
一
二
月
以
来
と
な
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
首
脳
会
談
は
、
再
び
激
し
い
意
見
の
対
立
に
終
始
し

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ま
ず
、
会
談
の
一
週
間
ほ
ど
前
に
行
わ
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
演
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に
「
四
〇
年
代
と
五

〇
年
代
の
香
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
フ
ル
ト
ン
演
説
、
そ
し
て
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
感
じ
た
」
と
述
べ
た
。
ソ
連
側
に
は
「
国
際

問
題
や
二
国
間
の
主
要
な
問
題
を
、
友
好
的
か
つ
率
直
に
、
相
互
理
解
の
精
神
を
も
っ
て
話
し
合
う
用
意
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
の
演
説
で
は
「
ソ
連
と
共
産
主
義
が
『
汚
れ
た
勢
力
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
示
さ
れ
、
西
側
が
力
を
つ
け
る
必
要
性
に
つ
い

て
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
過
去
に
答
え
を
求
め
る
習
慣
か
ら
脱

却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、「
新
し
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
対
照

的
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
ソ
連
が
共
産
主
義
に
よ
る
世
界
支
配
の
ド
ク
ト
リ
ン
、
つ
ま
り
『
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
』
を
信
奉
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
戦
い
は
必
要
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
）
81
（
た
。
両
者
の
間
の
溝
が
埋
ま
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
英
国
の
首
相
に
よ
る
ソ
連
訪
問
と
い
う
機
会
を
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
話
の
際
と
同
様
に
、
自
ら
の
考
え

を
表
明
す
る
場
と
し
て
活
用
し
た
。「
我
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
共
に
戦
争
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
主
張
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
西
欧
諸
国
は
「
世
界
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
に
今
よ
り
も
大
き
な
貢
献
が
で
き
る
」
と
強
調
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
ソ
連
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
米
国
を
争
わ
せ
た
く
は
な
い
」
と
い
う
お
決
ま
り
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
）
82
（
る
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
後
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
側
近
と
の
会
話
に
お
い
て
、「
核
兵
器
を
め
ぐ
る
議
論
」
で
極
め
て
激
し
い
意
見
の
対

立
が
あ
っ
た
と
報
告
し
た
。
核
廃
絶
に
否
定
的
な
態
度
を
貫
く
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
路
線
や
、
ソ
連
の
改
革
を
評
価
し
よ
う
と
し
な
い
米
国
の
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姿
勢
に
対
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
な
か
な
か
新
思
考
が
出
て
こ
な
い
」
と
不
満
を
述
べ
た
。「（
米
英
が
）
一
九
四
〇
〜
五
〇
年
代
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
冷
戦
時
代
の
基
準
で
今
日
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
現
実
が
あ
る
以
上
、
対
話
を
促
進
す
る

た
め
に
は
「
偏
見
や
冷
戦
時
代
の
固
定
観
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」、
そ
れ
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
論
理
で
あ
っ
）
83
（
た
。

　
四
月
二
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
に
関
す
る
報
告
を
改
め
て
行
っ
た
。
ソ
連
の
状
況

に
対
す
る
英
国
の
首
相
の
関
心
は
「
本
物
」
で
あ
る
と
述
べ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
国
際
関
係
に
お
い
て
第
一
に
考
え
て

い
る
も
の
は
「
信
頼
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
東
欧
に
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
選
択
を
行
っ
た
ソ
連
の
姿
勢
は
、
疑
い
な
く
英
国
の

「
信
頼
」
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
懸
念
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
社
会
主
義
的
な
拡
大
主
義
」
に

あ
っ
た
。
ソ
連
が
バ
ル
ト
三
国
を
「
占
領
」
し
た
と
指
摘
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、「
バ
ル
ト
諸
国
は
ピ
ョ
ー

ト
ル
大
帝
の
時
代
に
既
に
ロ
シ
ア
の
一
部
で
あ
っ
た
」
と
応
じ
て
い
）
84
（

た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
冷
戦
時
代
の
思
考
か
ら
の
脱
却
を
求
め
る

ソ
連
の
指
導
者
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
は
、
そ
の
遥
か
昔
の
帝
政
期
ロ
シ
ア
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
い
た
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
次
の
首
脳
外
交
の
予
定
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
か
ら
約
一
週
間
後
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
訪
問
で
あ
っ
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
四
月
九
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
の
そ
の
訪
問
を
、「
欧
州
共
通
の
家
」
と
い
う
概
念
を
明
確
に
す
る
極
め
て
適
切

な
機
会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
）
85
（

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が
地
理
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
要

因
が
あ
っ
）
86
（
た
。
加
え
て
、
東
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
は
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
が
実
際
に
配
備
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
首
都
は
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
保
障
問
題
を
語
る
に
相
応
し
い
場
所
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
一
般
市
民
の
集
ま
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
ソ
連
の
友
好
集
会
に
お
い
て
演
説
を
行
っ
た
。
こ

の
集
会
に
お
け
る
演
説
こ
そ
が
、
ソ
連
の
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
構
想
が
表
明
さ
れ
る
舞
台
と
な
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ま
ず
、

国
際
関
係
に
関
し
て
、「
西
側
諸
国
で
は
古
い
固
定
観
念
が
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
外
交
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
ソ
連
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
術
ミ
サ
イ
ル
の
抜
本
的
な
削
減
と
最
終
的
な
完
全
撤
去
」
に
賛
成
し
て
い
る
点
を
強
調
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し
）
87
（
た
。
そ
の
た
め
に
、「
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て
ボ
ン
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
か
ら
解
放
し
、
最
終
的
に
核
軍
縮

に
向
か
う
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
ソ
連
の
指
導
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
「
新
政
治
思
考
へ
の
道
を

開
く
時
が
来
た
」
と
宣
言
し
た
の
で
あ
）
88
（
る
。

　「
今
日
の
世
界
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
役
割
」
に
関
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
こ
の
文
脈
に
沿
う
形
で
語
り
始
め
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
地
理
的
な
中
心
で
あ
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
「
こ
の
上
な
く
適
切
で

あ
る
」
と
述
べ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
国
民
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
住
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
文
明
の
正
当
な
継
承
者
で

あ
る
」
こ
と
か
ら
、
ソ
連
は
外
交
政
策
に
お
い
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
向
性
を
最
も
重
要
視
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

「
大
陸
を
対
立
す
る
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
す
る
こ
と
」、
お
よ
び
「
軍
事
的
脅
威
を
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
こ
と
」
に
、
ソ
連
は
断
固
と
し

て
反
対
し
続
け
る
と
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
の
国
際
秩
序
構
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
我
々
は
、
新
思
考
に
照
ら
し
て
、『
欧
州
共
通
の
家
』
と
い
う
考
え
を
提
唱
す
る
。
こ
れ
は
美
し
い
空
想
で
は
な
く
、
大
陸
の
状
況
を
真

剣
に
分
析
し
た
結
果
で
あ
）
89
（

る
」。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ま
ず
、「
欧
州
共
通
の
家
」
と
い
う
概
念
は
、「
異
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
に
属
し
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
対
立
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る
国
家
に
言
及
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
全
体
性
を
認
め
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
述
べ
た
。
ソ
連
の
指
導

者
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
「
緊
急
の
問
題
と
、
そ
れ
を
解
決
す
る
現
実
的
な
可
能
性
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人
口
密
度
の
高
さ
、
原
子
力
発
電
所
や
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
工
業
化
と
交
通

機
関
の
発
達
に
よ
る
環
境
汚
染
と
い
う
三
つ
の
問
題
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
「
国
境
を
遥
か
に
越
え
た
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
問
題
」
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
団
結
し
て
対
処
す
る
た
め
に
、
活
用
さ
れ
る
べ
き
仕
組
み
が
、
ソ
連
に

と
っ
て
「
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
取
り
決
め
」
を
意
味
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、「（
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
プ

ロ
セ
ス
の
よ
う
な
）
路
線
に
沿
っ
て
行
動
し
、
共
通
の
利
益
を
確
認
し
、
軍
事
的
対
立
を
減
ら
し
、
核
の
な
い
世
界
を
目
指
す
こ
と
、
そ
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れ
が
我
々
の
望
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
で
あ
る
」
と
表
明
し
）
90
（
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ハ
演
説
に
お
い
て
描
か
れ
た
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
輪
郭
は
、
そ
れ
ま
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
が
推
進
し
て
き
た
ソ
連

の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
保
障
問
題
に
関
す
る
ソ
連
外
交
の
方
針
や
、
ソ
連
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
」
と
し
て

扱
う
と
い
う
彼
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
追
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
何
ら
か
の
具
体
的
な
提
案
が
行
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立
は
、
そ
れ
自
体
が
す
ぐ
に
西
側
諸
国
の
反
応
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
帰
国
後
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
米
国
の
シ
ュ
ル
ツ
国
務
長
官
と
会
談
を
行
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
議
論
は
、
交
渉
が
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
削
減
に
関
す
る
内
容
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ル
ツ
は
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
「
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
に
も
注
目
し
た
」
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
に
関
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
は
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
も
、
米
ソ
間

の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
削
減
交
渉
の
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
）
91
（
る
。

　
四
月
一
六
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、「
初
め
て
『
欧
州
共
通
の
家
』
と
い
う
考
え
を
打
ち
出
し
た
演
説
に
関

し
て
、
西
側
諸
国
は
そ
れ
に
気
付
い
た
が
、
無
視
し
よ
う
と
し
た
」
と
報
告
し
）
92
（
た
。
プ
ラ
ハ
で
新
た
な
国
際
秩
序
構
想
を
打
ち
出
し
た
と

考
え
る
ソ
連
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
西
側
の
反
応
の
希
薄
さ
は
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
連
の
対

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
お
け
る
伝
統
的
な
戦
略
と
、
革
新
的
な
軍
縮
案
に
よ
る
柔
軟
な
戦
術
の
融
合
は
、「
戦
域
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

捉
え
る
思
考
か
ら
の
転
換
を
促
し
、
よ
り
広
範
な
対
話
と
協
力
を
呼
び
か
け
る
独
自
の
構
想
と
し
て
、
ソ
連
の
立
場
を
国
際
的
に
宣
言
す

る
も
の
と
な
っ
た
。「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
「
新
思
考
」
の
名
の
下
に
推
進
す
る
ソ
連
の
新
た
な
対
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
策
に
関
し
て
、
そ
の
現
在
地
を
示
す
と
同
時
に
、
未
来
へ
の
道
筋
を
描
く
形
で
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
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六
　
お
わ
り
に

　
一
九
八
七
年
四
月
に
成
立
し
た
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
の
指
導
者
と
な
っ
た
後
に
生
ま
れ
た
米
ソ
関
係

の
停
滞
と
、
そ
れ
に
伴
う
ソ
連
・
西
欧
関
係
の
展
開
と
密
接
に
結
び
付
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
西
側
同
盟
内
の
不
和

を
煽
り
、
米
国
と
の
関
係
を
穏
便
に
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
西
欧
諸
国
を
捉
え
る
と
い
う
ソ
連
外
交
の
伝
統
的
な
戦
略
目
標
を
一
貫
し

て
有
し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
外
交
に
お
け
る
西
欧
諸
国
の
意
義
に
早
期
か
ら
着
目
し
、
そ
の
関
係
を
改
善

す
る
と
い
う
新
た
な
戦
術
に
基
づ
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
様
々
な
西
側
諸
国
と
対
話
を
重
ね
る
な
か
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
い
う
地
域
が
、
多
く
の
利
益
を
共
有
す
る
ソ
連
の
外
交
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
の
役
割
が
再
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
は
、
二
度
の
首
脳
会
談
を
経
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
対
米
関
係
の
停
滞
と
、
ソ
連
外
交
の

優
先
目
標
と
し
て
の
西
欧
諸
国
の
出
現
が
結
び
付
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
立
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
構
想
の
成
立
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
推
進
し
た
ソ
連
の
新
た
な
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
の
言
葉
で

追
認
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
既
存
の
秩
序
に
根
本
か
ら
反
対
し
、
何
ら
か
の
新
た
な
構
造
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
新
思
考
」
に
基
づ
い
て
実
践
さ
れ
た
ソ
連
外
交
の
現
状
を
印
象
的
な
比
喩
と
共
に
説
明
し
、
そ
の
路
線
に
沿
う
形
で
の
将
来
の
協
力
を

呼
び
か
け
る
と
い
う
、
比
較
的
控
え
め
と
も
言
え
る
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
九
八
七
年
四
月
の
プ
ラ
ハ
演
説
に
お
け
る

「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立
を
、
新
冷
戦
の
勃
発
に
伴
っ
て
緊
迫
し
て
い
く
東
西
関
係
を
反
映
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
の
同
時
代

的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
か
ら
、
ソ
連
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
形
で
追
求
し
て
い
く
将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
構
想
へ
の
転
換
点
と
し

て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。「
共
通
の
家
」
を
め
ぐ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
言
説
は
、
彼
個
人
の
世
界
観
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
、
ソ

連
の
政
策
目
標
へ
と
大
き
く
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
構
想
に
関
し
て
は
、
一
九
八
九
年
以
降
に
起
こ
る
東
欧
で
の
変
革
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
提
が
大
き
く
覆
さ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

実
際
に
、
歴
史
家
の
マ
リ
ー
・
ピ
エ
ー
ル
・
レ
イ
は
、「
二
つ
の
軍
事
同
盟
の
消
滅
を
前
提
と
し
た
『
共
通
の
家
』
の
計
画
」
が
、「
一
九

九
〇
年
の
春
ま
で
に
破
綻
し
た
」
と
主
張
し
て
い
）
93
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
一
九
八
七
年
四

月
の
段
階
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
構
想
は
、
必
ず
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
展
開
さ
れ
た
東
西
の
軍
事
同
盟
を
転
換
す
る
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
打
ち
出
し
た
理
念
は
、
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
会
議
や
条
約
の
結
実
に
寄
与
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
一
二
月
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
や
、
一
九
八
九
年
一
月
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
ウ
ィ
ー
ン
再
検
討
会
議
、
そ
し

て
一
九
九
〇
年
一
一
月
の
Ｃ
Ｆ
Ｅ
条
約
と
い
っ
た
東
西
間
交
渉
の
進
展
は
、
こ
の
構
想
の
当
初
の
理
念
に
沿
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
用
い
た
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
不
確
実
性
が
増
し
て
い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
に
多
く
の
対
話
の
機
会
を
も
た
ら
す
と
共
に
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立
を
め
ぐ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
第
一

に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
西
欧
諸
国
の
指
導
者
に
対
し
て
用
い
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
一
貫
性
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
書
記
長
と
な
る
以
前

か
ら
、
米
国
と
西
欧
諸
国
の
間
の
差
異
を
一
貫
し
て
強
調
し
、
ソ
連
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
親
和
性
を
繰
り
返
し
主

張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
の
指
導
者
と
な
り
、
ソ
連
体
制
の
様
々
な
側
面
に
お
け
る
改
革
の
必
要
性
に
直
面
し
た

こ
と
で
、
極
め
て
早
期
に
、
ソ
連
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
」
と
し
て
見
直
す
と
い
う
試
み
が
開
始
さ
れ
）
94
（
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
接
近
が
ま
す
ま
す
加
速
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
軍
縮
を
め
ぐ
る
東
西
間
交
渉
に
お
い
て
、
核
廃
絶
に
向
け
た
真
の
信
念
を
抱
い
て
い
た
点
で
あ
る
。
本
稿

が
用
い
た
史
料
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
西
側
諸
国
に
対
し
て
驚
く
ほ
ど
の
正
直
さ
と
共
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
核
廃
絶
を
求
め
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
特
に
、
一
九
八
七
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
そ
れ
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
捉
え
る
一
般
的
な
西
側
諸
国
の
認
識
と
は
裏
腹
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
文
字
通
り
「
核
な
き
世
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界
」
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
核
戦
力
か
ら
の
解
放
と
い
う
目
的
と
共

に
推
進
さ
れ
た
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
は
、
単
な
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
以
上
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ソ
連
外
務
省
の
間
の
意
見
の
相
違
で
あ
る
。
本
稿
が
扱
っ
た
一
九
八
〇
年
代
中
葉
の
ソ
連
外
務
省

は
、
硬
直
性
を
特
徴
と
す
る
グ
ロ
ム
イ
コ
外
相
の
時
代
か
ら
脱
却
し
、「
新
思
考
」
外
交
を
実
践
す
る
組
織
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
一
九
八
六
年
五
月
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
外
務
省
で
の
演
説
や
、
一
九
八
七
年
三
月
末
の
政
治
局
会
議
で
の
議
論
な
ど
が
示
す

よ
う
に
、
特
に
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
と
い
う
点
に
関
し
て
、
外
務
省
で
は
な
く
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
よ
り
重
要
な
推

進
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
ソ
連
と
様
々
な
利
益
を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
西
欧
諸
国
の
役
割
を
重
要
視
す

る
と
い
う
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
の
方
針
が
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
提
唱
へ
と
至
る
中
核
的
な
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
実
現
可
能
性
に
関
し
て
、
一
定
の
疑
問
が
残
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、

ソ
連
に
と
っ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
範
囲
を
「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
ま
で
」
と
定
式
化
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
描
く
構
想
に
お
け
る
米
国
の

地
位
を
曖
昧
な
も
の
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
ソ
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
を
軸
に
展
開
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
に
お
い

て
、
米
国
の
地
位
の
弱
体
化
を
目
的
に
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
得
る
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
冷
戦
の
論
理
と
衝
突
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
が
終
結
へ
と
至
る
う
え
で
、
米
国
が
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
に
賛
同
し
た
り
、

ソ
連
と
共
同
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
激

動
の
時
代
に
お
い
て
比
較
的
柔
軟
な
対
応
を
取
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
戦
術
の
達
人
で
あ
り
な
が
ら
、
正
確
な
目
的
地
を
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
リ
コ
ウ
と
コ
ン
ド
リ
ー
ザ
・
ラ
イ
ス
に
よ
る
評
価
は
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際

秩
序
構
想
の
成
立
を
め
ぐ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
姿
と
合
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
）
95
（

る
。

　
ま
た
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
提
唱
す
る
構
想
が
核
廃
絶
と
い
う
個
人
的
な
信
念
を
前
提
に
し
て
い
た
点
も
、
そ
の
長
期
的
な
継
続
性
を
考
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慮
す
る
う
え
で
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
同
時
代
的
に
分
析
し
た
ニ
ー
ル
・
マ
ル
コ
ム
は
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
後
継
者
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
に
関
す
る
東
西
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
達
成
す
る
態
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
開
放

的
で
は
な
い
」
可
能
性
を
指
摘
し
、
当
時
の
西
側
諸
国
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
の
指
導
者
で
あ
る
間
に
建
設
的
な
対
話
を
行
う
よ
う

に
呼
び
か
け
て
い
）
96
（

た
。
実
際
に
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
や
Ｃ
Ｆ
Ｅ
条
約
が
効
力
を
失
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
の
構
想
は
、
そ
の
後
継
と
な
る
指
導
者
や
政
府
の
方
針
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
拡
大
問
題
を

軸
に
新
た
な
東
西
対
立
が
展
開
さ
れ
る
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、「
共
通
の
家
」
を
建
築
す
る
と
い
う
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
未
だ
そ
の
実
現
に
遠
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）  

“Rech

’ na m
itinge chekhoslovatsko-sovetskoi druzhby, 10 aprelia 1987 goda

” in M
ikhail G

orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 
6 （M

oscow
: Ves

’mir, 2008
）, pp. 281 -282.

（
2
）  Iver B. N

eum
ann, Russia and the Idea of Europe: A

 Study in Identity and International Relations 

（London: Routledge, 
1996

）, p. 158.

（
3
）  N

eil M
alcolm

, 

“The 

‘Com
m
on European H

om
e

’ and Soviet European Policy,

” International A
ffairs, 65 : 4 （1989

）, p. 661.

（
4
）  Vladislav M

. Zubok, 

“The Soviet U
nion and European Integration from

 Stalin to Gorbachev,

” Journal of European Integration 
H
istory, 2 : 1 （1996

）, pp. 92 -94.

（
5
）  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
を
め
ぐ
る
冷
戦
終
結
期
の
東
西
間
交
渉
に
着
目
し
た
代
表
的
研
究
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
・
エ
リ
ス
・
サ
ロ
ッ
テ
ィ
の
著
作

は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
に
関
し
て
、「
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
大
掛
か
り
で
あ
る
が
、
致
命
的
に
妥
協
の
な
い
」
実
現
可

能
性
の
低
い
「
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
概
念
の
変
遷
や
、
背
景
に
あ
る
ソ
連
外
交
の
展
開
に
つ
い
て

の
分
析
は
不
十
分
と
な
っ
て
い
る
。M

ary Elise Sarotte, 1989: The Struggle to Create Post-Cold W
ar Europe （new

 and revised edi-
tion

） （Princeton, N
ew
 Jersey: Princeton U

niversity Press, 2014
）, pp. 7 -8. 

ま
た
、
ソ
連
解
体
の
過
程
を
国
際
関
係
史
研
究
の
文
脈
か

ら
再
構
築
し
た
ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ヴ
・
ズ
ボ
ク
の
著
作
に
お
い
て
は
、「
ソ
連
軍
が
将
来
的
に
東
欧
か
ら
撤
退
す
る
た
め
の
論
拠
」
を
提
供
す
る
試

み
と
し
て
、「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
九
八
九
年
以
降
の
ソ
連
・
東
欧
関
係
の
文
脈
に
お
い
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て
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
展
開
と
い
う
、
よ
り
広
い
視
座
か
ら
の
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。V

ladislav 
M
. Zubok, Collapse: The Fall of the Soviet U

nion （N
ew
 H
aven: Yale U

niversity Press, 2021

）, p. 48.
（
6
）  

代
表
的
な
研
究
と
し
て
、Andrei G

rachev, 

“From
 the Com

m
on European H

om
e to the European Confederation: François  

M
itterrand and M

ikhail G
orbachev in Search of the Road to a G

reater Europe

” in Frédéric Bozo et al. （eds.

）, Europe and the 
End of the Cold W

ar: A
 Reappraisal （London: Routledge, 2008

）, pp. 207 -219; Julie M
. N
ew
ton, 

“Gorbachev, M
itterrand, and 

the Em
ergence of the Post-Cold W

ar O
rder in Europe,

” Europe-A
sia Studies, 65 : 2 

（2013

）, pp. 290 -320; M
arie-Pierre Rey, 

“‘Europe Is O
ur Com

m
on H

om
e

’: A Study of G
orbachev

’s D
iplom

atic Concept,

” Cold W
ar H

istory, 4 : 2 

（2004

）, pp. 33 -65; 
M
arie-Pierre Rey, 

“Gorbachev

’s N
ew
 Thinking and Europe, 1985 -1989

” in Bozo et al. （eds.

）, Europe and the End of the Cold 
W
ar, pp. 23 -35

な
ど
を
参
照
。

（
7
）  

ソ
連
崩
壊
前
後
に
利
用
可
能
で
あ
っ
た
ソ
連
の
新
聞
を
中
心
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、M

alcolm
, 

“The 

‘Com
m
on European H

om
e

’

and Soviet European Policy,
” pp. 659 -676; 

河
原
地
英
武
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
欧
州
政
策

―
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
考
察
」『
京

都
産
業
大
学
論
集
』
第
二
三
巻 
第
三
号
（
一
九
九
三
年
）、
一
―
四
八
頁
が
あ
る
。

（
8
）  Q

uoted in Robert Service, The End of the Cold W
ar: 1985 -1991 （London: M

acm
illan, 2015

）, pp. 110 -111.

（
9
）  Frédéric Bozo, M

itterrand, the End of the Cold W
ar, and G

erm
an U

nification （O
xford: Berghahn Books, 2009

）, pp. 9 -10.

（
10
）  W

illiam
 Taubm

an, G
orbachev: H

is Life and Tim
es （London: Sim

on &
 Schuster, 2017

）, p. 196.

（
11
）  Anatoly S. Chernyaev, Shest

’ Let s G
orbachevym

. Po dnevnikovym
 Zapisiam

 （M
oscow

: Progress-kul

’tura, 1993

）, pp. 24 -25.

（
12
）  Interview

 w
ith A

natoly G. Kovalev, H
oover Institution and G

orbachev Foundation Collection, box 2, folder 6, H
oover  

Institution Archives, Stanford U
niversity, CA. （hereafter H

IA

）.

（
13
）  Andrei G
rachev, G

orbachev

’s G
am
ble: Soviet Foreign Policy and the End of the Cold W

ar （Cam
bridge: Polity, 2008

）, p. 51.

（
14
）  M
argaret Thatcher, The D

owning Street Years （London: H
arper Collins, 1993

）, p. 461.

（
15
）  Alexander Yakovlev, O

m
ut pam

iati （M
oscow

: Vagrius, 2000
）, pp. 235 -236.

（
16
）  O

tvechaia na vyzov vrem
eni. Vneshniaia politika perestroiki: dokum

ental

’nye svidetel

’stva （M
oscow

: Ves

’ Mir, 2010

）, p. 321.

（
17
）  

“Vystuplenie pered chlenam
i Parlam

enta Velikobritanii, 18 dekabra 1984 goda

” in M
ikhail G

orbachev, Sobranie sochinenii, 
vol. 2 （M

oscow
: Ves

’ mir, 2008

）, pp. 125 -130.
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（
18
）  

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
自
身
の
回
想
録
の
中
で
、
当
時
の
参
謀
本
部
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
意
味
す
る
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
と
し
て
「
Ｔ
Ｖ
Ｄ （teatr voennykh 

deistvii

）」、
つ
ま
り
「
戦
域
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。M
ikhail G

orbachev, Zhizn

’ i reform
i, vol. 2 

（M
oscow

: 
N
ovosti, 1995

）, p. 72.
（
19
）  
河
原
地
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
欧
州
政
策
」、
三
―
四
頁
。

（
20
）  
“Rech

’ na vstreche s izbirateliam
i Kievskogo izbiratel

’nogo okruga goroda M
oskvy po vyboram

 v Verkhovnyi Sovet RSFSR, 
20 fevralia 1985 goda

” in G
orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 2, pp. 150 -152.

（
21
）  M

alcolm
, 

“The 

‘Com
m
on European H

om
e

’ and Soviet European Policy,

” p. 661.

（
22
）  

“Doklad na plenum
e TsK KPSS, 23 aprelia 1985 goda

” in G
orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 2, pp. 208 -210.

（
23
）  Ibid., p. 210.

（
24
）  Chernyaev, Shest
’ Let s G

orbachevym
, p. 42.

（
25
）  

“Iz besedy s V
illi Brandtom

, M
oskva, 27 m

aia 1985 goda

” in O
tvechaia na vyzov vrem

eni, p. 365.

（
26
）  G

orbachev, Zhizn

’ i reform
i, vol. 2, p. 70.

（
27
）  O

leg G
rinevsky and Lynn H

ansen, M
aking Peace: Confidence and Security in a N

ew Europe 

（N
ew
 York: Eloquent Books, 

2009

）, pp. 350 -353.

（
28
）  

“Evropeiskoe napravlenie,

” Izvestiia, 25 Septem
ber 1985.

（
29
）  

“Vystuplenie po frantsuzskom
u televideniiu, 30 sentiabria 1985 goda

” in G
orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 2, p. 543.

（
30
）  Rey, 

“Europe Is O
ur Com

m
on H

om
e,

” p. 35.

（
31
）  G

orbachev, Zhizn

’ i reform
i, vol. 2, pp. 71 -72.

（
32
）  

“Rech

’ na vstreche s parlam
entariiam

i Frantsii 3 oktiabria 1985 goda,

” in M
ikhail G

orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 3 

（M
oscow

: Ves

’ mir, 2008

）, pp. 31 -32.

（
33
）  Rey, 

“Europe Is O
ur Com

m
on H

om
e,

” p. 36.

（
34
）  

“Evropa - nash obshchii dom
,

” Pravda, 13 N
ovem

ber 1985.

（
35
）  Second Reagan-G

orbachev private m
eeting, 19 N

ovem
ber 1985, N

ational Security Archive Electronic Briefing Book N
o. 

172, doc. 19. <https://nsarchive2.gw
u.edu//N

SAEBB/N
SAEBB172/D

oc19.pdf> （Accessed on 30 April 2022

）.
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（
36
）  

“Doklad na chetvertoi sessii Verkhovnogo Soveta SSSR odinnadtsatogo sozyva, 27 noiabria 1985 goda

” in G
orbachev,  

Sobranie sochinenii, vol. 3, pp. 125 -130.
（
37
）  G

rachev, 

“From
 the Com

m
on European H

om
e to the European Confederation,

” p. 209.
（
38
）  
“Soveshchaniye v TsK KPSS po podgotovke XXV

II s

” ezda KPSS, 28 noyabrya 1985 goda

” in A. Chernyaev, V. M
edvedev 

and A. Veber （eds.

）, V Politbiuro TsK KPSS. Po zapisiam
 A
natoliia Cherniaeva, Vadim

a M
edvedeva, G

eorgiia Shakhnazarova, 
1985 -1991 （M

oscow
: G
orbachev Fond, 2008

）, pp. 18 -19.

（
39
）  V

ladislav M
. Zubok, A

 Failed Em
pire: The Soviet U

nion in the Cold W
ar from

 Stalin to G
orbachev （Chapel H

ill: U
niversity 

of N
orth Carolina Press, 2007

）, pp. 285 -286.

（
40
）  

“Tezisy. «O
 prakticheskikh vyvodakh iz s

” ezda dlia m
ezhdunarodnoi politiki» i zapiska A. S. Cherniaeva A. N. Iakovlevu, 10 

M
arta 1986 goda,

” Arkhiv G
orbachev-fonda, M

oscow
 （hereafter AG

F

）, f. 2, op. 1.

（
41
）  

“Iz besedy s m
inistrom

 inostrannykh del Frantsii Zh. B. Rem
onom

, 24 m
arta 1986 goda

” in G
orbachev, Sobranie sochinenii, 

vol. 3, pp. 467 -470.

（
42
）  

“Na zasedanii Politbiuro TsK KPSS, 27 m
arta 1986 goda

” in A
leksandr G

alkin and A
natoly Chernyaev 

（eds.

）, M
ikhail  

G
orbachev i germ

anskii vopros. Sbornik dokum
entov. 1986 -1991 （M

oscow
: Ves

’ Mir, 2006

）, pp. 3 -4.

（
43
）  

“Vystyplenie na XI c

’’ezde Cotsialinicheckoi edinoi partii G
erm
anii, 19 aprelia 1986 goda,

” in M
ikhail G

orbachev, Sobranie 
sochinenii, vol. 4 （M

oscow
: Ves

’ mir, 2008
）, pp. 66 -68.

（
44
）  

フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
は
、G

eorges-H
enri Soutou, 

“The Linkage  
betw

een European Integration and D
étente: The Contrasting Approaches of de G

aulle and Pom
pidou, 1965 to 1974

” in N. 
Piers Ludlow

 

（ed.

）, European Integration and the Cold W
ar: O

stpolitik-W
estpolitik, 1965 -1973 

（London: Routledge, 2007

）, 
pp. 11 -35

な
ど
を
参
照
。

（
45
）  

な
お
、
こ
の
演
説
か
ら
約
一
年
後
に
発
行
さ
れ
た
「
外
務
省
報
第
一
号
」
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
は
抜
粋
と
い
う
形
で
対
外
的
に
公
表
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
政
治
外
交
史
を
専
門
と
す
る
横
手
慎
二
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
文
書
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
「
極
め
て
ま
れ
」
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、

横
手
慎
二
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
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